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千 葉 商 工 会 議 所 

  
機関名 千葉商工会議所 
所在地 千葉県千葉市中央区中央２－５－１ 
電話番号 ０４３－２２７－４１０１ 
地域概要   (1)管内人口    ９０万６千人 (2)管内商店街数  １２１商店街 

(1)商店街数    １３ 商店街 (2)会員数     ７６４ 商店 事業の対象とな

る商店街の概要 (3)空店舗率    ４．４８ ％ (4)大型店空き店舗数  ２  店 
商店街の類型 1.超広域型商店街 2.広域型商店街 3.地域型商店街 4.近隣型商店街 
      
【事業名と実施年度】 
 
平成 12年度 駐車対策事業  循環バス運行 

総事業費  11,200千円 
   
【事業実施内容】  
 
１．背景 
ＪＲ千葉駅周辺は百貨店、大型専

門店等が集中し、また、鉄道、モノ

レール、バスのターミナルとなって

いるため、一極集中の傾向を強めて

いる。このため、駅周辺地域では、

交通集中による渋滞が常に発生する

状況となり、車両使用者の便宜性を

損ない、また、経済の効率的活動を

妨げる状況にある。 
一方、旧来の中心部商店街は、小

規模店舗が多く、駅からも距離が

あり、また独自の駐車場を備えて

いるケースも少ない。 
これらの課題を是正するため、平成 9年度に実施した公共駐車場を活用したパーク＆ライ
ド方式の駐車対策事業の成果を踏まえ、中心街区の回遊性確保、商店街活性化と交通渋滞の

緩和を目的として無料循環回遊バス“チーバス”の運行を実施したものである。 
 
２．事業の内容 
   無料循環回遊バス“チーバス”の運行期間は平成 12年 9月 1日から同 13年 3月 31日ま
で（水曜日運休）であった。 
 なお、チーバスは当事業終了日の平成 13年 3月 31日をもって、当事業終了とともに運行
を取り止めている。 
 

無料循環バス“チーバス”の運行ルート 
（千葉市中央区商店街協議会 HPより） 
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 （１）委員会の開催  
商店街駐車対策事業（チーバス）委員会を組織し、委員長に商工会議所常務理事、副

委員長に千葉市経済振興課長が就任し、チーバス運営等の調整等を行った。 
   （２）バス運行事業 
   チーバスの運行を京成電鉄（株）に委託し、毎日 16本の運行（1周 30分、1時間に

2本）を実施した。  

 
 

（３）案内パンフレット作成配布 
チーバスの時刻表、停留所、運行ルート、各商店街、駐車場案内を記したパンフレット

を 2,000部作成し、千葉市役所、千葉市観光協会、商店街、大型店、駐車場等で配布した。 
（４）乗降客数・乗客アンケート調査 
   平成 12年 12月 20日（日）～26日（土）の 6日間（運休日の水曜日除く） 
１）乗降客数調査を実施…1日平均 222人の利用があった。 

     平成 13年 1月 21日（木）～24日（日）の 4日間 
２）アンケートの実施…市民へのバスの定着が見られた。  

（５）報告書作成 
   当事業に関する事業報告書を作成した。 
 
【 効 果 】 
 
（１）平成 6年のチーバス運行開始時は大変な話題になった。今回の事業では、新たに市公
社駐車場，千葉神社の２停留所を加えたことにより，来街者に利便（回遊）性が増し，街

の歴史や文化を身近に感じてもらい、潤いのある都市型生活の場を提供したものと思われ

る。 
  
（２）商店街への波及効果は、直接的に売上をあげる程ではなかった。しかし、チーバスの

運行は、商店街の活力を支える効果や交通混雑の緩和には効果があったのではないか。赤

いレトロ調の車両は、街に溶け込んでいた。 
 

チーバス 



             千葉商工会議所 

 3

 
 
 
【課題・反省点】 
 
運行費用がかかりすぎるのが、まず第一の問題点であった。その問題に対応するため、乗

車料金有料化の検討がなされたが、利用者も無料に慣れてしまっていたこともあり、「有料に

なれば利用しない」とのアンケート調査の回答が大部分であった。 
コミュニティバスを運営するのであれば、いかに採算性をとる仕組みを作るか、それが課題であ

る。 

 

【 関 連 Ｕ Ｒ Ｌ 】 
 
千葉商工会議所   http://www.chiba-cci.or.jp/ 
 

 

 

チーバス(レトロな車内） 
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利用者が続々と乗り込む 

 
 

 
赤くレトロな雰囲気のチーバス 

 
 
 


